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���प年
復
活
し
た
式
典
・
祝
賀

本
学
の
創
立
１
１
８
周
年
記
念
式
典
は
、
６
月
１
日
の
創
立
記
念
日

に
、
約
３
０
０
名
が
参
列
し
て
、
東
京
富
士
見
で
挙
行
さ
れ
た
。
名
誉

博
士
号
授
与
、
永
年
勤
続
者
表
彰
が
併
せ
て
行
わ
れ
た
。
卒
後
��
年
・

��
年
創
立
記
念
式
典
特
別
参
列
制
度
（
ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５
）
の
校

友
多
数
も
参
列
し
た
。
午
後
か
ら
は
創
立
記
念
式
典
祝
賀
会
が
、
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

１
１
８
周
年
記
念
式
典
は
、

定
刻
午
前
��
時
、
宇
多
美
穂

庶
務
部
長
が
開
式
を
宣
し
、

築
土
神
社
の
神
職
に
よ
る
神

事
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
本
学
の
１
１
８
年
に
わ
た

る
歴
史
が
祝
詞
の
中
で
朗
々

と
奏
上
さ
れ
、
中
原
泉
理
事

長
が
神
前
に
進
み
で
て
、
玉

串
を
奉
奠
す
る
と
参
列
者
は

二
礼
二
拍
手
一
礼
を
も
っ
て

同
拝
し
た
。

　
次
に
藤
井
一
維
学
長
、
中

原
貴
理
事
、
蓮
見
壽
伯
理

事
、
小
林
隆
太
郎
理
事
、
渡

邉
儀
一
郎
校
友
会
会
長
が
玉

串
を
奉
奠
し
拝
礼
し
た
。

　
神
事
を
終
え
て
神
職
が
退

場
し
た
の
ち
、
中
原
理
事
長

が
、
創
立
１
１
８
周
年
記
念

式
典
に
立
ち
会
え
た
喜
び
と

誇
り
を
語
っ
た
。

　
式
辞
は
、
本
年
５
月
��
日

に
「
最
高
齢
の
歯
科
医
師

（
男
子
）
」
と
し
て
、
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
た

山
梨
の
渡
邉
悦
郎
先
生
（
��

回
卒
）
の
紹
介
に
は
じ
ま

り
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
歯

学
部
（
前
身
は
世
界
最
古
の

ボ
ル
チ
モ
ア
歯
科
医
学
校
）

の
Ｃ
・
ス
ト
ー
ラ
ー
歯
学
部

長
が
、
日
本
歯
科
大
学
は
世

界
最
大
の
歯
科
大
学
と
認
証

し
た
逸
話
を
披
露
し
た
。

　
つ
い
で
、
本
学
の
最
古
、
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理
事
長
式
辞

五
つ
目
の
特
色
を
め
ざ
す

　
私
ど
も
日
本
歯
科
大
学

は
、
四
つ
の
大
き
な
特
色

を
有
す
る
。

　
そ
の
一
は
、
明
治
��
年

に
創
立
さ
れ
た
わ
が
国
最

古
の
歯
科
大
学
で
あ
る
。

　
そ
の
二
は
、
東
京
と
新

潟
に
歯
学
部
を
有
す
る
世

界
最
大
の
歯
科
大
学
で
あ

る
。

　
そ
の
三
は
、
歯
学
部
に

〝
生
命
”
を
冠
す
る
世
界

で
唯
一
の
歯
科
大
学
で
あ

る
。

　
そ
の
四
は
、
全
国
に
約

一
万
二
千
人
の
卒
業
生
を

有
す
る
世
界
最
多
の
歯
科

大
学
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
、
本
学
は
歯

科
大
学
と
し
て
は
、
最

古
、
最
大
、
唯
一
、
最
多

を
誇
り
、
わ
が
国
歯
科
大

学
・
歯
学
部
の
ト
ッ
プ
を

自
認
し
て
い
る
。

　
然
る
の
ち
に
、
私
ど
も

は
自
ら
の
足
ら
ざ
る
所
を

知
っ
て
い
る
。
私
は
ま
だ

本
学
が
、〝
最
高
”
の
歯

科
大
学
で
あ
る
と
は
広
言

し
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
次
世
代
の
諸

君
と
共
に
、
五
つ
目
の
特

色
と
な
る
最
高
の
歯
科
大

学
を
め
ざ
す
。（
要
旨
）

　
創
立
１
１
８
周
年
記
念
日

の
前
後
に
、
両
学
部
の
新
職

員
が
記
念
碑
と
銅
像
の
清
拭

を
行
っ
た
。
生
命
歯
学
部
で

は
「
日
本
歯
科
大
学
発
祥
の

東
京
・
新
潟
の
新
職
員

　
記
念
碑
と
銅
像
を
清
拭

地
」
の
記
念
碑
を
３
名
、
新

潟
生
命
歯
学
部
で
は
「
中
原

市
五
郎
先
生
の
像
」
を
３
名

の
新
職
員
が
入
念
に
清
拭
し

た
。（
左
・
新
潟
、
右
・
東
京
）

最
大
、
唯
一
、
最
多
と
い
う

四
つ
の
特
色
を
あ
げ
、
五
つ

目
の
〝
最
高
”
の
歯
科
大
学

を
め
ざ
す
と
宣
言
し
た
。

　
つ
い
で
渡
邉
儀
一
郎
校
友

会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
こ
で
、
名
誉
博
士
号
授

与
式
に
移
っ
た
。

　
中
原
理
事
長
は
、
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
た
小
児

科
医
で
、
歯
科
医
学
の
祖
で

あ
る
Ｐ
・
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
研

究
の
第
一
人
者
の
髙
山
直
秀

先
生
を
紹
介
し
、
先
生
の
功

績
を
披
露
し
た
。

　
そ
し
て
、
中
原
理
事
長
よ

り
髙
山
先
生
に
、
第
��
号

の
名
誉
博
士
の
学
位
記
が

名
誉

博
士

髙
山
直
秀
先
生

授
与
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、

髙
山
先
生
は
中
原
理
事
長

が
１
９
８
４
年
当
時
、
パ
リ

大
学
か
ら
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の

手
稿
全
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
の

提
供
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
研
究
の
経
緯
と
協
力

を
語
り
、
謝
辞
と
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
永
年
勤
続
者

表
彰
に
移
る
。
��
年
勤
続
者

��
名
、
��
年
勤
続
者
��
名
が

呼
び
あ
げ
ら
れ
、
��
年
勤
続

者
を
代
表
し
て
水
橋
史
教
授

（
新
潟
・
補
綴
）、
��
年
勤

続
者
を
代
表
し
て
五
味
治
徳

教
授
（
東
京
・
補
綴
）
が
、

中
原
理
事
長
よ
り
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
た
。
表
彰
者
を
代

表
し
て
五
味
治
徳
教
授
が
謝

辞
を
述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
、
参
列
者
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
��
時
��

分
に
閉
式
し
た
。

　
こ
の
あ
と
場
を
移
し
て
、

��
時
よ
り
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
に
お
い

て
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

　
席
上
、
藤
井
一
維
学
長
が

創
立
１
１
８
周
年
を
祝
っ
て

挨
拶
し
た
。

Ӭ年ۈଓऀ୅දͷޒຯڭतͷँࣙ

▼
東
京
の
石
原
正
道
先
生

（
��
回
卒
）は
、４
月
中
旬
に

新
宿
の
Ｏ
Ｍ 

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
に
お
い
て
、

「
石
原
正
道
写
真
展 

叢
へ

（
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
）」
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
二
科
会
写
真
部

会
員
・
同
会
理
事
の
写
真
家

で
す
。
こ
の
た
び
は
先
生
の

代
表
作
「
叢
」
の
、
写
真
に

よ
る
独
自
の
芸
術
表
現
を
追

求
し
た
作
品
を
多
数
展
示
さ

れ
ま
し
た
。 

（
Ｓ
・
Ｎ
）

歯
　
鏡



日 本 歯 科 大 学 新 聞̎̌̎̐ 年ʢྩ࿨̒年）݄̔̏̍ ೔ （２）第６９２号

ハ
ノ
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

渡
邉
悦
郎
先
生
（
山
梨
県

4
0

回
卒

）

　
最
高
齢
の
現
役
歯
科
医
99
歳

40

山
梨
県
の
渡
邉
悦
郎
先
生
（
��
回
卒
）
は
、国
際
ギ
ネ
ス
委
員
会
よ
り
、

５
月
��
日
に
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
「
最
高
齢
の
歯
科
医
師
（
男
子
）
」

と
し
て
認
定
さ
れ
登
録
さ
れ
た
。認
定
当
時
の
年
齢
は
��
歳
１
３
３
日
。

こ
の
た
び
先
生
が
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
��
歳
で
患
者
診
療
に

当
た
っ
て
い
る
現
役
の
臨
床
医
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

新
潟
生
命
歯
学
部
と
新
潟
短
期
大
学
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ノ
シ
ゴ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
～
め
ざ
せ
！
ハ
ノ
シ
ゴ
ト
マ
ス
タ
ー
‼

～
」
が
、
６
月
��
日
に
新
潟
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　
先
生
は
、
大
正

��
年

（
１
９
２
４
）
に
生
ま
れ
、

衛
生
兵
と
し
て
徴
兵
後
、
昭

和
��
年
に
本
学
に
入
学
さ
れ

ま
し
た
。

　
卒
業
後
、
昭
和
��
年
に
故

郷
の
忍
野
村
で
開
業
さ
れ
、

以
来
、
９
８
０
０
人
の
同
村

の
唯
一
の
歯
科
開
業
医
と
し

て
、
��
年
間
に
わ
た
っ
て
地

域
医
療
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
先
生
は
、
自
宅
の
富
士
吉

田
か
ら
医
院
に
通
わ
れ
、
数

年
前
ま
で
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
中
に
診
療
さ
れ
ま

し
た
。
３
台
の
ユ
ニ
ッ
ト

は
、
フ
ル
回
転
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
は
、
月
・
水
・

金
の
３
日
間
の
午
前
中
に
、

変
わ
ら
ず
診
療
を
つ
づ
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
先
生
が
令
和
２
年
に
だ
さ

れ
た
冊
子
『
渡
邉
悦
郎
の
軌

跡
』
に
よ
れ
ば
、
渡
邉
歯
科

医
院
の
渡
邉
院
長
は
、
村
の

た
っ
た
一
人
の
歯
科
医
師
と

し
て
、
昭
和
・
平
成
・
令
和

の
長
い
歳
月
を
患
者
さ
ん
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　「
朝
か
ら
晩
ま
で
そ
れ
こ

そ
時
の
経
つ
の
も
気
が
付
か

な
い
ほ
ど
働
き
ま
し
た
。
朝

早
く
か
ら
順
番
待
ち
の
患
者

さ
ん
が
、
入
り
口
が
開
く
の

を
待
っ
て
い
る
毎
日
で
し

た
。」

　
さ
ら
に
先
生
は
依
頼
さ
れ

て
、
周
辺
の
小
・
中
学
校
な

ど
の
健
診
に
回
り
ま
し
た
。

「
忍
野
村
周
辺
の
３
村
の

小
・
中
学
校
、
保
育
園
の
歯

科
校
医
と
し
て
、
年
に
１
回

「
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
」
と
い
う

オ
ー
ト
バ
イ
で
健
診
に
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
数

が
多
く
て
、
な
ん
と
忍
野
村

の
小
学
校
だ
け
で
も
６
０
０

人
、
中
学
校
は
４
０
０
人
ぐ

ら
い
い
た
も
ん
で
す
よ
。」

　
先
生
は
終
戦
後
、
吉
田
茂

首
相
の
主
治
医
で
も
あ
り
ま

し
た
。「
治
療
の
と
き
に
は

公
安
関
係
者
が
歯
科
医
院
の

周
囲
を
調
査
し
、
当
日
は
警

察
学
校
の
学
生
��
人
ぐ
ら
い

が
全
員
警
備
に
来
る
、
と
い

う
大
変
な
状
況
で
し
た
。」

　
先
生
は
生
来
頑
健
で
、
盲

腸
炎
に
か
か
っ
た
ほ
か
に

は
、
病
気
ら
し
い
病
気
を
な

さ
っ
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で

す
。

　「
子
ど
も
は
娘
ば
か
り
で

５
人
、
孫
が
８
人
、
ひ
孫
が

４
人
い
ま
す
。
幸
い
日
々
の

暮
ら
し
に
大
き
な
支
障
は
な

く
、
妻
も
年
相
応
の
健
康
状

態
を
維
持
し
て
い
る
の
で
、

　
生
命
歯
学
部
衛
生
学
講
座

の
福
田
雅
臣
教
授
の
最
終
記

念
講
義
は
、
５
月
��
日
に
九

段
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
多
数
の
教
職
員
、
学

生
が
聴
講
し
た
。
演
題
は

「1VCMJD )
FBMUI .

JOE

を

福
田
教
授
（
東
京

衛
生
）
最
終
講
義

伝
え
ら
れ
た
の
か
？
」。

　
１
時
間
半
の
講
義
終
了
後

藤
井
一
維
学
長
よ
り
記
念

ト
ロ
フ
ィ
、
中
原
泉
理
事

長
等
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
。（
写
真

：

左
に
福
田
教

授
、
藤
井
学
長
）

医
療
人
と
し
て
の
生
活
と
と

も
に
、
日
々
の
生
活
を
の
ん

び
り
と
お
お
ら
か
に
過
ご
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。」

　
先
生
の
患
者
さ
ん
の
一
人

で
、
��
歳
の
お
そ
ば
屋
の
店

主
は
、「
��
年
ず
っ
と
通
院

し
て
い
ま
す
。
先
生
の
と
こ

ろ
で
世
話
に
な
っ
た
の
は
両

親
が
先
で
、
親
子
２
代
、
さ

ら
に
家
族
全
員
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
に

は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い

て
も
ら
わ
な
い
と
困
り
ま

す
。」

　「
先
生
が
い
な
い
と
困
る
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
切
な
る

声
で
す
。

県
内
の
小
中
高
生
が
参
加
し
て

　
歯
や
お
口
に
関
す
る
仕
事

に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で
、

新
潟
県
内
の
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
を
対
象
と
し

て
、
��
組
���
人
の
大
勢
の
方

に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
三
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

体
験
実
習
を
①
歯
科
衛
生

士
編
（
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）、
②
歯

科
技
工
士
編
（
印
象
採
得

＋
石
膏
）、
③
歯
科
医
師
編

（
シ
ー
ラ
ン
ト
＋
Ｃ
Ｒ
充

填
）
の
三
つ
に
分
け
て
行
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
��
年
に
開

始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
は
、
新
潟
病
院
に
参

加
者
の
立
ち
入
り
を
許
可
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
今
回
は
新
潟
病
院
�
階

の
小
児
・
矯
正
歯
科
診
療
室

を
、
体
験
実
習
の
会
場
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
そ
の
他
に
も
、
医
の
博
物

館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
、

ハ
ノ
セ
カ
イ
の
道
具
展
示
、

白
衣
を
着
て
自
由
に
撮
影
が

で
き
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
る
景

品
交
換
な
ど
、
参
加
者
に
楽

し
く
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

準
備
し
た
。
悪
天
候
に
も
関

わ
ら
ず
、
各
会
場
に
お
い
て

楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
渡
っ

た
。

　
新
潟
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

歯
科
に
関
わ
る
三
つ
の
職
種

で
あ
る
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
、
歯
科
技
工
士
を
、
一

般
の
方
が
受
け
入
れ
や
す
い

よ
う
に
、「
ハ
ノ
シ
ゴ
ト
」

と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
。

ハ
ノ
シ
ゴ
ト
の
ム
ッ
ク
本
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
用
い
て
、

積
極
的
に
広
報
を
行
っ
て
い

る
。

　
今
回
の
ハ
ノ
シ
ゴ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
、「
ハ
ノ
シ

ゴ
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
入

試
広
報
委
員
会
の
広
報
部
会

の
教
職
員
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
た
。
新
潟
病
院
歯
科

衛
生
科
の
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
科
の
歯
科
技
工
士
、

新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
の
大

学
院
生
、
お
よ
び
新
潟
短
期

大
学
歯
科
衛
生
学
専
攻
の
専

攻
科
生
の
協
力
を
得
て
開
催

に
至
っ
た
。

　
こ
う
し
た
広
報
の
背
景
に

は
、
歯
学
部
の
定
員
割
れ
や

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
難
化

な
ど
に
よ
り
、
将
来
の
歯
科

関
係
の
仕
事
に
不
安
を
持
つ

保
護
者
や
高
校
生
が
増
え
て

い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
小
児
の

う
蝕
罹
患
率
の
減
少
に
よ
っ

て
、
歯
を
削
ら
れ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
小
児
が
増
え
た

こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
歯
医

者
さ
ん
」
の
仕
事
が
見
え
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い

う
社
会
現
象
も
大
き
く
関
与

し
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
開

催
さ
れ
て
い
る
ハ
ノ
シ
ゴ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
毎

年
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

リ
ピ
ー
タ
ー
の
ご
家
族
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
歯
磨
き
に
興
味
を

持
っ
た
と
い
う
お
子
さ
ん
、

ま
た
、
こ
こ
で
の
学
び
が
将

来
の
進
学
の
選
択
肢
に
な
れ

ば
と
期
待
す
る
保
護
者
の
方

と
、「
ハ
ノ
シ
ゴ
ト
」
を
前

向
き
に
捉
え
て
く
だ
さ
る
参

加
者
が
少
な
く
な
い
。

　
広
く
「
ハ
ノ
シ
ゴ
ト
」
を

周
知
し
、
歯
科
に
携
わ
る
職

業
を
目
指
す
若
い
世
代
が
増

え
る
こ
と
へ
の
期
待
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は

直
接
的
な
目
的
で
は
な
い
。

こ
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
歯
科
界
全
体
を
活

性
化
す
る
。
こ
れ
が
将
来
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
新
潟
短
期
大
学
で

は
、
令
和
�
年
�
月
に
歯
科

技
工
学
科
を
開
設
予
定
で
あ

る
。
就
業
歯
科
技
工
士
の
高

齢
化
、
お
よ
び
歯
科
技
工
士

を
目
指
す
若
者
の
減
少
に
よ

り
、
労
働
力
不
足
と
い
う
問

題
が
表
面
化
し
て
き
た
昨

今
、
そ
こ
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、
本
学
は
歯
科
技
工

学
科
の
設
置
に
踏
み
切
っ

た
。
こ
の
歯
科
技
工
士
問
題

に
関
し
て
も
、「
ハ
ノ
シ
ゴ

ト
」
に
か
か
る
期
待
は
大
き

い
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
長
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（
注

）
一

般
選

抜
入

学
試

験
（

前
期

・
後

期
）・

大
学

入
試

η
ン

λ
ー

試
験

利
用

入
学

試
験

（
前

期
・

後
期

）
は

，
生

命
歯

学
部

（
東

京
）

と
新

潟
生

命
歯

学
部

共
通

の
試

験
で

行
い

，
併

願
可

能
。

2025
年
度（
令
和
７
）
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項

試
験

区
分

学
　

　
部

募
集

人
員

出
願

期
間

出
願

場
所

・
試

験
場

試
験

科
目

等

試
験

日

合
格

発
表

手
続

期
限

推
薦

入
学

試
験

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）

日
本

歯
科

大
学

新
潟

生
命

歯
学

部
˟

Āüø �ÿüÿ÷ç新
潟

ݝ
新

潟
ࢢ

中
ԝ

区
඿

Ӝ
ொ

øȂÿ　ὸ
÷ùüȂùýþȂøü÷÷

ฏ
੒

ùĀ年
øø݄

ùø日
㈫

に
本

人
と

高
等

学
校

௕
Ѽ

に
合

൱
通

஌
を

଎
ୡ

༣
ศ

で
発

ૹ
す

る
本

人
に

合
൱

通
஌

を
଎

ୡ
༣

ศ
で

発
ૹ

新
潟

生
命

歯
学

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
ಉ

日
ޕ

後
４

࣌
Ҏ

߱
に

ܝ
ࡌ

英
語

খ
テ

ス
ト

，
໘

઀
試

験
と

΋
ฏ

੒
ù

Ā
年

ø
ø

݄
ø

Ā
日

㈰

༣
ૹ

・
૭

ޱ
と

΋
ɿ

ù̕
年

ø÷݄̔
日

㈬
ʙ

øø݄
øý日

㈭
ඞ

ண

 ૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̍̌
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

ฏ
੒

ùĀ年

̔
݄

ùÿ日
㈪

ʙ

̕
݄

７
日

㈭

ฏ
੒

ù̕
年

̕
݄

øú日
㈬

ʙ
̕

݄
ùù日

㈮

ฏ
੒

ù̕
年

ø
ø

݄
̔

日
㈬

ʙ
ø

ø
１݄７

日
㈮

ฏ
੒

ù̕
年

̕
݄

̕
日

㈯

ฏ
੒

ù̕
年

̕
݄

ø
ù

日
㈫

ฏ
੒

ù̕
年

ø
ø

݄
̑

日
㈰

ฏ
੒

ù̕
年

ø
ø

݄
７

日
㈰

ฏ
੒

ùĀ年

ø÷݄
ùú日

㈪
ʙ

øø݄
１

日
㈭

出
願

ࢿ
格

ʢ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
が

必
須
，
昨
年
度
参
加
可
）

・
目

ඪ
を

定
め

ͦ
の

࣮
ݱ

の
た

め
に

ੵ
ۃ

త
に

行
ಈ

す
る

こ
と

の
で

͖
る

，
目

ඪ
ҙ

ࣝ
と

ҙ
ཉ

の
あ

る
者

・
ҩ

ྍ
人

に
;

さ
Θ

し
い

高
い

ྙ
理

؍
΍

ద
ੑ

を
࣋

たͬ
者

・
本

学
Ҏ

֎
の

修
学

・
ࢤ

๬
は

ߟ
͑

て
お

ら
ͣ

ɺ
合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

໿
で

る͖
者

・
ͦ

の
ଞ

，
高

等
学

校
ଔ

ۀ
者

と
ಉ

等
Ҏ

上
の

学
ྗ

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
者

等
・

・
・

選
抜

ํ
๏

１
）

高
等

学
校

ௐ
ࠪ

ॻ
２

）
໘

઀
試

験（
グ

ル
ー

プ
・

ݸ
人

）
３

）
࣮

ٕ
ධ

Ձ
４

）
ࢿ

格
औ

ಘ
ঢ়

گ
，

จ
化

・
ܳ

ज़
・

ス
ϙ

ー
π

の
分

໺
΍

Ϙ
ϥ

ン
テ

ィ
Ξ

׆
ಈ

な
Ͳ

΋
ධ

Ձ

出
願

ࢿ
格

（
ެ

募
੍

）
１

）
ฏ

੒
ùĀ年

３݄
ଔ

ۀ
者

ฒ
ͼ

に
ฏ

੒
ú÷年

３
݄

ଔ
ۀ

ݟ
ࠐ

Έ
の

者
で

学
ۀ

੒
੷

が
ྑ

޷
で

ক
དྷ

歯
科

ҩ
ྍ

を
୲

͏
者

と
し

て
高

等
学

校
௕

が
ਪ

ન
す

る
者

２
）

本
学

΁
の

入
学

の
ҙ

ࢤ
を

༗
し


合
格

し
た

場
合

に
入

学
を

確
໿

で
る͖

者

選
抜

ํ
๏

１
）

英
語

খ
テ

ス
ト

２
）

໘
઀

試
験

出
願

ࢿ
格（

指
定

校
・੍ެ

募
੍

）
歯

科
ҩ

ྍ
୲

౰
者

と
し

て
，

े
分

な
学

ྗ
と

高
い

目
త

ҙ
ࣝ

を
࣋

ͪ
，

૬
手

の
ؾ

࣋
ͪ

を
理

解
で

͖
る

人
間

ੑ
๛

か
な

者
で

，
࣍

の
৚

݅
を

ຬ
た

す
こ

と
。１

）
ฏ

੒
ú÷年

３
݄

ଔ
ۀ

ݟ
ࠐ

Έ
の

者
で

，
ক

དྷ
歯

科
ҩ

ྍ
を

୲
͏

者
と

し
て

高
等

学
校

௕
が

ਪ
ન

す
る

者
２

）
本

学
΁

の
入

学
の

ҙ
ࢤ

を
༗

し

合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

໿
で

る͖
者

選
抜

ํ
๏

１
）

高
等

学
校

ௐ
ࠪ

ॻ
２

）
英

語
খ

テ
ス
ト

３
）

খ
࿦

จ
４

）
໘

઀
試

験

ฏ
੒

ùĀ年
øø݄

øû日
㈫

に
本

人
と

高
等

学
校

௕
Ѽ

に
合

൱
通

஌
を

଎
ୡ

༣
ศ

で
発

ૹ
す

る

英
語

খ
テ

ス
ト

，খ
࿦

จ
，໘

઀
試

験
と

΋
ฏ

੒
ù

Ā
年

ø
ø

݄
ø

ù
日

㈰

༣
ૹ

āùĀ年
øø݄

１
日

㈬
ʙ

øø݄
Ā日

㈭
ඞ

ண
૭

ޱ
āùÿ年

øø݄
ÿ日

㈬
ŋ

øø݄
Ā日

㈭

 ૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̍̌
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷年

１݄
日̑

㈮
ʙ

１݄
ùü日

㈭
ඞ

ண
૭

ޱ
ɿ

ú÷年
１݄

ùü日
㈭

・
１݄

ùý日
㈮

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷年

１݄
øø日

㈭
ʙ

１݄
ùü日

㈭
ඞ

ண
૭

ޱ
ɿ

ú÷年
１݄

ùü日
㈭

・
１݄

ùý日
㈮

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷年

２݄
ùø日

㈬
ʙ

２݄
ùÿ日

㈬
ඞ

ண
૭

ޱ
ɿ

ú÷年
２݄

ùÿ日
㈬

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷年

２݄
ùø日

㈫
ʙ

２݄
ùÿ日

㈬
ඞ

ண
૭

ޱ
ɿ

ú÷年
２݄

ùÿ日
㈬

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

日
本

歯
科

大
学

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
˟

ø
÷
ù
�ÿ

ø
ü
Ā
ç
東

京
౎

ઍ
୅

ా
区

෋
࢜

ݟ
１

Ȃ̕
Ȃ
ù
÷
çὸ

÷
ú
Ȃ
ú
ù
ý
ø
Ȃ
ÿ
ú
ø
ø

学
ྗ

試
験

，
໘

઀
試

験
と

΋
ฏ

੒
ú

÷
年

２
݄

１
日

㈭

ฏ
੒

ú÷年
２

݄
４

日
㈰

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
者

に
「

入
学

手
続

要
項

」
を

༣
ૹ

す
る

ฏ
੒

ú÷年
２

݄
７

日
㈬

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
者

に
「

入
学

手
続

要
項

」
を

༣
ૹ

す
る

ฏ
੒

ú÷年
３

݄
７

日
㈬

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
者

に
「

入
学

手
続

要
項

」
を

༣
ૹ

す
る

ฏ
੒

ú÷年
３

݄
７

日
㈬

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
者

に
「

入
学

手
続

要
項

」
を

༣
ૹ

す
る

一
般

選
抜

前
期

入
学

試
験

大
学

入
試

η
ϯ

λ
ʔ

試
験

利
用

前
期

入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
試

η
ϯ

λ
ʔ

試
験

利
用

後
期

入
学

試
験

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

໘
઀

試
験

ɿ
ฏ

੒
ùĀ年

２
݄

̑
日

㈪
学

ྗ
試

験
，

໘
઀

試
験

と
΋

ฏ
੒

ú
÷

年
３

݄
４

日
㈰

໘
઀

試
験

ɿ
ฏ

੒
ú÷年

３
݄

４
日

㈰

学
ྗ

試
験

１
ɽ

英
語

ɿ
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅰ

」
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅱ

」
「

英
語

表
ݱ

Ⅰ
」

２
ɽ

ࠃ
語

・
数

学
ɿ

「
ࠃ

語
૯

合
」（

ۙ
୅

Ҏ
߱

の
จ

ষ
），「

数
学

Ⅰ
・̖

」
の

͏
ͪ

か
ら

，１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

・
物

理
」，「

化
学

基
礎

・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
͏

ͪ
か

ら
，１

科
目

を
選

択
す

る
ܭ

３
科

目

໘
઀

試
験

ɿ
ड

験
生

本
人

に
対

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏

໘
઀

試
験

　
ड

験
生

本
人

に
対

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏
（

注
）

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
試

η
ン

λ
ー

試
験

の
ڭ

科
・

科
目

は
Ҏ

Լ
の

と
お

り
な

の
で

，
こ

れ
ら

の
科

目
を

ड
験

し
て

お
く

こ
と

１
ɽ

֎
ࠃ

語
ɿ

「
英

語
」ඞ

ਢ
（

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
を

আ
く

）
２

ɽ
ࠃ

語
・

数
学

ɿ
「

ࠃ
語

૯
合

」（
ۙ

୅
Ҏ

߱
の

จ
ষ

），
「

数
学

Ⅰ
・̖

」の
͏

ͪ
か

ら
，

１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

」，「
化

学
基

礎
」，

「
生

物
基

礎
」の

͏
ͪ

か
ら

，
２

科
目

，ま
た

は
「

物
理

」，「
化

学
」，「

生
物

」
の

͏
ͪ

か
ら

，１
科

目
を

選
択

す
る

˞
理

科
（

基
礎

を
෇

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
ड

験
し

た
場

合
は

，ୈ
１

解
答

科
目

の
Έ

を
合

൱
൑

定
に

࢖
用

す
る

。
「

英
語

」
に

つ
い

て
は

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
の

੒
੷

は
利

用
し

な
い

໘
઀

試
験

　
ड

験
生

本
人

に
対

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏
（

注
）

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
試

η
ン

λ
ー

試
験

の
ڭ

科
・

科
目

は
Ҏ

Լ
の

と
お

り
な

の
で

，
こ

れ
ら

の
科

目
を

ड
験

し
て

お
く

こ
と

１
ɽ

֎
ࠃ

語
ɿ

「
英

語
」ඞ

ਢ
（

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
を

আ
く

）
２

ɽ
ࠃ

語
・

数
学

ɿ
「

ࠃ
語

૯
合

」（
ۙ

୅
Ҏ

߱
の

จ
ষ

），
「

数
学

Ⅰ
・̖

」の
͏

ͪ
か

ら
，

１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

」，「
化

学
基

礎
」，

「
生

物
基

礎
」の

͏
ͪ

か
ら

，
２

科
目

，ま
た

は
「

物
理

」，「
化

学
」，「

生
物

」
の

͏
ͪ

か
ら

，１
科

目
を

選
択

す
る

˞
理

科
（

基
礎

を
෇

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
ड

験
し

た
場

合
は

，ୈ
１

解
答

科
目

の
Έ

を
合

൱
൑

定
に

࢖
用

す
る

。
「

英
語

」
に

つ
い

て
は

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
の

੒
੷

は
利

用
し

な
い

学
ྗ

試
験

１
ɽ

英
語

ɿ
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅰ

」
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅱ

」
「

英
語

表
ݱ

Ⅰ
」

２
ɽ

ࠃ
語

・
数

学
ɿ

「
ࠃ

語
૯

合
」（

ۙ
୅

Ҏ
߱

の
จ

ষ
），「

数
学

Ⅰ
・̖

」
の

͏
ͪ

か
ら

，１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

・
物

理
」，「

化
学

基
礎

・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
͏

ͪ
か

ら
，１

科
目

を
選

択
す

る
ܭ

３
科

目

໘
઀

試
験

ɿ
ड

験
生

本
人

に
対

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏

ฏ
੒

ù
Ā

年
ø

ø
݄

ú
÷

日
㈭

ฏ
੒

ù
ÿ

年
ø

ø
݄

ù
ù

日
㈬

ฏ
੒

ú
÷

年
２

݄
ø

û
日

㈬
ฏ

੒
ú

÷
年

２
݄

ø
ý

日
㈮

ฏ
੒

ú
÷

年
３

݄
ø

ü
日

㈭
ฏ

੒
ú

÷
年

３
݄

ø
ü

日
㈭

໿
ø

÷
໊

（
指

定
校

੍
・

ެ
募

੍
）

໿
ÿ

໊
໿

ÿ
໊

໿
ü

ú
໊

໿
ú

ü
໊

໿
ù

÷
໊

໿
ø

ü
໊

໿
ø

÷
໊

ए
ׯ

໊
ए

ׯ
໊

໿
ü

໊
໿

û
÷

໊
（

指
定

校
੍

・
ެ

募
੍

）

A
O

入
学

試
験

Ⅰ
期

A
O

入
学

試
験

Ⅱ
期

ʢ̏） 　　　ୈ̒̎̕߸日 本 歯 科 大 学 新 聞̎̌̎̐ 年ʢྩ࿨̒年）̔ ݄̏̍ ೔

試
験

区
分

総
合

型
選

抜
入

学
試

験
 Ⅰ

期
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 Ⅱ
期

学
　

校
　

推
　

薦
　

型
　

選
　

抜
　

入
　

学
　

試
　

験
一

般
選

抜
前

期
入

学
試

験
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用（

前
期

）入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
利

用（
後

期
）入

学
試

験

学
　

　
部

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部

募
集

人
員

約
2
0
名

約
1
5

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
4
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
5
3

名
約

3
０

名
約

2
0
名

約
1
0
名

約
1
0
名

若
干

名
約

5
名

若
干

名

出
願

期
間

郵
送
・
窓
口
と
も
：

令
和

6年
11月

11日
㈪

～
11月

20日
㈬

必
着

窓
口
受
付
時
間
 10：

00～
16：

00

郵
送
：
令
和
６
年
11月

１
日

㈮
～
11月

13日
㈬
必
着

窓
口
：
令
和
６
年
11月

12日
㈫
・
11月

13日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
で
も
必
要
書
類
の
郵
送
が
必
須
で
す
。
下
記
出
願
期
間
内
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。）

令
和

7
年

1
月

6
日

㈪
～

1
月

23日
㈭

必
着

令
和

7
年

1
月

10日
㈮

～
1
月

23日
㈭

必
着

令
和

7
年

2
月

14日
㈮

～
2
月

25日
㈫

必
着

令
和

7
年

2
月

14日
㈮

～
2
月

25日
㈫
必

着

出
願

場
所

・
試

験
場

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951-8580 新

潟
県

新
潟

市
中

央
区

浜
浦

町
1
-
8
 ☎

025-267-1500（
代

表
）

日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
102-8159 東

京
都
千
代
田
区
富
士
見

1
-
9
-20 ☎

03-3261-8311（
代
表
）

試
験

科
目

等

出
願

資
格

（
�オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
が

必
須
，
昨
年
度
参
加
可
）

・
  目

標
を

定
め

そ
の

実
現

の
た

め
に

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

の
で

き
る
，
目
標
意
識
と
意
欲
の
あ
る
者

・
  医

療
人

に
ふ

さ
わ

し
い

高
い

倫
理

観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
  本

学
部

以
外

の
修

学
・

志
望

は
考

え
て

お
ら

ず
，

合
格

し
た

場
合

に
は

必
ず

本
学

部
へ

の
入

学
を

確
約

で
き
る
者

・
  そ

の
他

，
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
者

等
（
詳

細
は

入
試

要
項

を
参
照
）

選
抜

方
法

１
）
 高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験

３
）

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

４
）
 資

格
取

得
状

況
，文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

も
評

価

出
願

資
格
（
公
募
制
）

１
）
 令

和
６

年
３

月
卒

業
者

並
び

に
令

和
７

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
学

業
成

績
が

良
好

で
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

約
で
き
る
者

選
抜

方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
小
論
文

３
）
面
接
試
験

出
願

資
格
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

　
本

学
の

基
本

理
念

と
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，
次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

１
）
 令

和
７

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者
で
，
人
物
・
健
康
と
も
に

優
れ
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

約
で
き
る
者

選
抜

方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

学
力

試
験

１
．
英
　
語
：

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
」

「
論

理
・
表

現
Ⅰ
」
を

出
題

範
囲

と
す
る
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数
学
Ⅰ

，
数
学
Ａ
』
の
う
ち

か
ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

３
．
理
　
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」「

化
学
基

礎
・

化
学
」「

生
物

基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，
１
科
目
を

選
択
す
る
。

面
接

試
験

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う
。

面
接

試
験

受
験

生
本
人
に
対
し
，
個
々
に
行
う
。

（
注

）
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お

り
な

の
で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受
験
し
て
お
く
こ
と
。

１
．
 外
国
語
：

『
英
語
』(リ

ス
ニ
ン
グ
を
除
く
)

必
須
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ
，

数
学
Ａ
』

の
う
ち
か

ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 国

語
の

配
点

は
110点

を
100

点
に
圧
縮
換
算
す
る
。

３
．
理
　
科
：

『
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／

 生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
』，

『
物
理
』，『

化
学
』，『

生
物
』の

う
ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 理

科
に

お
い

て
２

科
目

受
験

し
た

場
合

は
，

第
１

解
答

科
目

の
み

を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

※
 『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎
』

を
選

択
す

る
場

合
は
，「

物
理

基
礎
」「

化
学

基
礎
」「

生
物

基
礎
」

の
う

ち
，

い
ず

れ
か

２
つ

の
出

題
範

囲
を

選
択

す
る
こ
と
。

学
力

試
験

１
．
英
　
語
：

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
」

「
論

理
・
表

現
Ⅰ
」
を

出
題

範
囲

と
す
る
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ

，
数

学
Ａ
』
の

う
ち

か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る
。

３
．
理
　
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」「

化
学
基

礎
・

化
学
」「

生
物

基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，
１
科
目
を

選
択
す
る
。

面
接

試
験

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う
。

面
接

試
験

受
験

生
本
人
に
対
し
，
個
々
に
行
う
。

（
注

）
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科

・
科

目
は

以
下

の
と

お
り

な
の

で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受
験
し
て
お
く
こ
と
。

１
．
外
国
語
：

『
英
語
』(リ

ス
ニ
ン
グ
を
除
く
)

必
須
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』
(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ
，

数
学
Ａ
』

の
う
ち
か

ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 国
語
の
配
点
は
110点

を
100

点
に
圧
縮
換
算
す
る
。

３
．
理
　
科
：

『
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／

 生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
』，

『
物
理
』，『

化
学
』，『

生
物
』の

う
ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 理

科
に

お
い

て
２

科
目

受
験

し
た

場
合

は
，

第
１

解
答

科
目

の
み

を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

※
 『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎
』

を
選

択
す

る
場

合
は
，「

物
理

基
礎
」「

化
学

基
礎
」「

生
物

基
礎
」

の
う

ち
，

い
ず

れ
か

２
つ

の
出

題
範

囲
を

選
択

す
る
こ
と
。

試
験

日
令
和

6
年

10月
26日

㈯
令
和

6
年

12月
15日

㈰
小
論
文

，
面
接
試
験
と
も

令
和

6
年
11月

23日
㈯

英
語

小
テ

ス
ト

，
小

論
文

，
面

接
試

験
と

も
令
和

6
年
11月

16日
㈯

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

7
年

2
月

1
日

㈯
面
接
試
験
：
令
和

7
年

2
月

8
日

㈯
学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

7
年

3
月

2
日

㈰
面
接
試
験
：
令
和

7
年

3
月

2
日

㈰

合
格

発
表

令
和

6
年

11月
1
日

㈮
令
和

6
年

12月
16日

㈪
令
和

6
年
12月

2
日

㈪
に
本
人
と

高
等
学
校
長
宛
に
合
否
通
知
を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る
。

令
和

6
年
12月

2
日

㈪
に

本
人

と
高

等
学

校
長

宛
に

合
否

通
知

を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る
。

令
和

7
年

2
月

4
日

㈫
12時

，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」を

郵
送

す
る

。

令
和

7
年

2
月
10日

㈪
12時

，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」

を
郵

送
す

る
。

令
和

7
年

3
月

4
日

㈫
10

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」

を
郵
送
す
る
。

令
和

7
年

3
月

4
日

㈫
10

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」

を
郵

送
す

る
。

本
人

に
合

否
通

知
を

速
達

郵
便

で
発

送
す

る
。

手
続

期
限

令
和

6
年

11月
11日

㈪
令
和

6
年

12月
27日

㈮
令
和

6
年

1
2
月

1
2
日

㈭
令
和

6
年

1
2
月

1
2
日

㈭
令
和

7
年

2
月

1
4
日

㈮
令
和

7
年

2
月

2
0
日

㈭
令
和

7
年

3
月

1
4
日

㈮
令
和

7
年

3
月

1
4
日

㈮

（
注

１
）

一
般

選
抜

入
学

試
験

（
前

期
・

後
期

）・
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用

入
学

試
験

（
前

期
・

後
期

）
は

，
生

命
歯

学
部

（
東

京
）

と
新

潟
生

命
歯

学
部

共
通

の
試

験
で

行
い

，
併

願
可

能
。

（
注

２
）

令
和

７
年

度
入

試
の

数
学

に
つ

い
て

は
，

旧
課

程
履

修
者

に
対

す
る

経
過

措
置

と
し

て
，

一
般

選
抜

で
は

新
旧

学
習

指
導

要
領

の
共

通
範

囲
か

ら
出

題
し

，
共

通
テ

ス
ト

利
用

で
は

旧
課

程
の

選
択

利
用

を
認

め
ま

す
。

（
注

３
）『

　 』
は

大
学

入
学

共
通

テ
ス
ト

に
お

け
る

出
題

科
目

を
表

し
，「

  」
は

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

上
設

定
さ

れ
て

い
る

科
目

を
表

し
ま

す
。

ま
た

，『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎

』
に

あ
る

“
／

  ”
は

，
一

つ
の

出
題

科
目

の
中

で
複

数
の

出
題

範
囲

を
選

択
解

答
す

る
こ

と
を

表
し

ま
す

。

（
注

４
）

上
記

の
情

報
は

予
告

な
く

変
更

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
，

最
新

の
情

報
は

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ま
た

は
入

試
要

項
に

て
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

郵
送
・
窓
口
と
も
：

令
和
６
年

1
0
月
９
日

㈬
～

1
0
月
2
2
日

㈫

令
和
６
年

1
2
月
２
日

㈪
～

1
2
月
1
1
日

㈬
窓
口
受
付
時
間
 
1
0
：
0
0
～
1
6
：
0
0




